






















































によっては 200 米以上に及ぶといわれる。 









































 冒頭に記した『中国人口史』を見てみると、後漢の霊帝、中平５年（188 年）の推定人口は 59,780,000








て 70 万石を放出したというのである。同じく 197 年 2 月、「天旱して歳荒す。江淮の間、民相い 食
くら
う」と（『後漢書』献帝紀。同じく「袁術伝」）。前者は北方台地。後者は現在の南京から徐州にかけて
の地域か。この間にも 197 年（興平 2 年夏）に「蝗あり」、9 月に「漢水溢れ民人を害す」、213 年（建


















 三国初期の 14,000,000 人という人口が、後漢末の 59,780,000 人を回復するのは、実に 604 年、隋
の煬帝の大業５年に 51,396,000 人、743 年唐の大宝元年の 56,475,000 人をまたなければならない。
521 年かかっている。確かにその間にも黄巾の乱を始めとして、後漢末の反乱・動乱は記録されるも







口が 20,896,000 人。三国期初期（221）より 5,000,000 人増えている。60 年間に 600 万人の増加で
ある。その間の人口数を挙げれば 242 年は 16,350,000 人、263 年には 18,853,000 人、そして 280 年
の 20,890,000 人である。20 年間毎にほぼ 200 万人の増加である。 
 もう少し遡ってみると、後漢明帝の永平 18 年（75）は３4,981,000 人、13 年後の章帝の章和２年
（88）は 44,326,000 人、さらに和帝の元興元年（105）は 54,372,000 人。ところが２０年後の安帝











15 歳から 40 歳というところであろう。この世代の男子が少くなっても、実は生れる子供はそれ程減
らない。当時は一夫一婦制が確立していたわけではないからである。女性の人口が減らない限り、男



















宗の天宝年間におよそ 60,000,000 人の人口が、徳宗の建中元年には 36,150,000 になっていることで
ある。確かに、玄宗の末年には、有名な「安史の乱」があって、国内の混乱は激しかったが、この二
つの数字をそのまま読めば、人口がほぼ半減する事態となっている。すなわち、玄宗の天宝 14 年（755）
には、およそ 60,503,000 人であるが、10 年後の代宗の広徳 2 年（764）には、31,274,000 人に半減






制の１升はほぼ 0,6ℓ。日本の１升が 1,8ℓ であるから、そのほぼ１／３になる。これが銅銭（開元通






































































の太祖の開宝３年（970）、人口は 29,521,000 人であったのが、８年後（978）では 33,821,000 人。
30 年後の大中祥符元年（1008）には 42,175,000 人となる。その後も増え続けて、天禧４年（1020）
に 50,243,000 人、英宗の治平元年（1064）に 62,206,000 人。１億人を越えるのは光宗の紹熙４年
（1193）、101,359,000 人である。970 年のほぼ 3 千万人が 220 年で 1 億人を超えたわけである。た
だしこのあたりがピークであり、10年後からは滅少期に入り、恭宗の徳祐元年（1275）には 54,748,000
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